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SCI ’09 は，久しぶりに神戸の地にて開催し，会場は交通の便が良く JR 神戸駅に近い神戸市産業振興セ

ンターを使用することにいたしました． 
本大会は，年に一度開催される大規模な研究発表講演会であり，本学会の活動領域における産・官・学

にわたる広い分野の研究者・技術者が，会員・非会員を問わず研究発表と情報交換ができる場として，ま

た交流を深める場として広く定評を得ております．さらに本講演会は，システム／制御／情報分野の融合

を図る技術開発研究の社会的なネットワーク構築の場としても，ますますその重要性を増しつつあります． 
 今回の講演会は，従来からの普通セッション，テーマセッションでの一般講演や特別講演，チュートリ

アル講演，招待講演などの企画に加え，一昨年より実施しているオーガナイズド・セッションや今回新た

に特別企画を検討しており，充実して構成いたします．それぞれ，最新な内容を盛り込んだ企画となって

おりますので，会員，一般各位の奮ってのご参加ならびにご発表をお待ち申し上げます． 
（SCI ’09 実行委員会） 

 
－ 研究発表分野－ 

                                       
・テーマセッション （現在関心が高いと思われるテーマを選定し，研究発表を募るものです．概要は別 
                     記参照ください．） 

(1) 実践的な制御理論を目指して 
(2) ユビキタス時代のＦＡ技術における理論と実践 
(3) 意思決定支援・ナレッジマネジメントのための情報システムとサービス 
(4) 創発システムとインタラクション設計  
(5) ネットワーク環境の下での制御：理論から応用まで 
(6) 意思決定と最適化 
 

・普通セッション（広範囲な研究を募集します．次のようなキーワードに関する研究です．）          
   Ａ．システム理論，システム技法，応用システム解析                                                
         構造解析，安定性，信頼性，安全性，シミュレーション，最適化，多目的最適化，システム評

価，意思決定論，大規模システム，離散事象システム，自律分散システム，ハイブリッドシス

テム，スケジューリング手法など                                                                
 Ｂ．制御理論，制御技法，制御応用  （線形）  
 Ｃ．制御理論，制御技法，制御応用  （非線形，他） 
      制御系解析，制御系設計，最適制御，ロバスト制御，大規模系制御，分散制御，ロボット制御，

プロセス系制御，適応制御，デジタル制御，スライディングモード制御，ハイブリッド制御，

量子化制御など 
Ｄ．計測，センシング，信号処理 

ＤＳＰ, 制御機器，信号変換器，信号処理理論，センサ，計測技法，音声処理，画像処理，画像

処理応用計測など 
   Ｅ．コンピュータ，情報処理，情報ネットワーク     
         ソフトウェア工学，ＣＡＤ，ＣＡＭ，ＣＩＭ，ＣＡＩ，ＣＡＳＥ，コンカレントアルゴリズム， 
         並列アルゴリズム，分散アルゴリズム，データベース，コンピュータグラフィックス，オブジ 
     ェクト指向，マルチメディア情報処理など                  
   Ｆ．知能システム，知能化技法      
         知識ベース，推論，学習，知識獲得，エキスパートシステム，画像理解，音声理解，自然言語 
         処理，ヒューマン・インタフェース，ニューラルネットワーク，遺伝アルゴリズム，ファジィ， 
         適応システムなど 
                        



－ 募 集 要 項 － 
 
◆講演時間と講演論文原稿：テーマ・普通セッションとも発表は１件１５分以内（質疑応答を含む） 

の予定です．講演論文原稿はいずれもＡ4 判・2 頁で，日本語・英語が可能

です．発表の採否ならびにプログラム編成は実行委員会にて決定します． 
 
◆講演申込み期間：2009 年 1 月 7 日(水)から 1月 23 日(金) 厳守 まで  
 
◆申込み方法：下記の Web サイトからお申込みください．  

              （受信確認メールを返信しますので，３日経過しても確認メールが届かない場合，Web サ

イトをご利用になれない方は下記の問合せ先までお尋ねいただき，申込書をご請求くだ

さい．） 
 
◆SCI’09 Webサイト： http://www.iscie.or.jp/sci09.html  

                     (講演申込，執筆要領，LaTeXによる必要書類の取得，原稿提出に関する件など， 

                 詳細を表示しておりますので必ず参照してください.）   

 
◆執 筆 要 項：Web サイトに掲載しておりますので，それに従って作成してください． 

        講演論文は CD-ROM に編集します．必ず執筆要項に従ってください． 
 
◆必要書類の取得：LaTeX により原稿を作成される方のために，スタイルファイルと原稿サンプル， 

執筆要項を Web サイトよりダウンロードできます． 

 

◆講演日時について：2009 年 2 月下旬に Web サイトにて公開いたします． 
 
◆原稿提出方法：2009 年 2 月 26 日(木)から 3月 12 日(木)の間に講演論文原稿の PDF ファイル 

を上記の Web サイトを利用してアップロード願います(サイズは 2MB 以内)． 

        なお，講演論文の著作権は「システム制御情報学会寄稿投稿規程」を準用し，学会に帰

属するものとさせていただきます． 
 
◆講演論文掲載料：研究発表 1 件につき，３,０００円 

（参加費と併せて，後日，銀行振込にてお支払いください） 
 
◆講演会参加費：早期割引がございます．早期割引期間中のご登録および振込をよろしくお願いします． 

(1) 5 月 12 日(火) 17 時まで 会員(正・事業維持)１２,０００円  非会員 １７,０００円 
                       （いずれも講演論文を収納した CD1 枚を含む） 

学生会員   ２,０００円  学生(非会員) ４,０００円 
(2) 5 月 12 日(火) 17 時以降  会員(正・事業維持)１３,０００円  非会員 １８,０００円 

                       （いずれも講演論文を収納した CD1 枚を含む） 
学生会員   ３,０００円  学生(非会員) ５,０００円 

     ※発表者も参加費が必要です． 
 
◆講演論文集(CD)代：５,０００円      
 
◆問合せ先： 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1 神戸大学 大学院工学研究科 情報知能学専攻 

                               貝原 俊也   
E-mail: sci09-contact@kaede.cs.kobe-u.ac.jp Fax: 078-803-6391 

 
－その他の事項－ 

・特別講演について：講師 未定，詳細は Web サイト等でお知らせいたします． 

・講演者の表彰：優れた発表を行った若手研究者（賞の贈呈時に３０歳未満の正会員・学生会員および事

業維持会員からの発表者．ただし，大学および公的研究機関関係者以外は３５歳未満も

可）は学会賞（奨励賞）の対象になりますので， 非会員の方は是非この機会にご入会く

ださい．なお，申請者のみが対象となります．評価対象となることを希望される方は申

し込み時に必ず自己申請してください．（Web サイトにも記載しております）  

・懇親会について：日時：5 月 21 日（木）場所：神戸市産業振興センター  参加費：４,０００円 

時間,地図等の詳細は 2009 年 4 月以降の Web サイトにてお知らせいたします． 



 テーマセッション概要 
 
(1) 実践的な制御理論を目指して 

オーガナイザ：東 俊一（京都大学)，小木曽 公尚（奈良先端科学技術大学院大学） 

 制御理論の研究においては，しばしば，数学的な美しさに興味が注がれ，実用とはかけ離れた理論が提

案されることがある．このような「理論と現実の乖離」の問題は，システムがより複雑化されるにつれて， 
今後ますます増大していくものと予想される．本テーマセッションでは，このような状況を鑑み，現実問

題への適用を意識した制御理論研究の芽を結集し，「実践的な制御理論とは何か？」について議論する． 
 

1. ロバスト制御，モデル予測制御，アンチワインドアップ制御，リファレンスガバナなどの実践的制

御器構成論 
2. 現実の複雑システム（非線形系，分布定数系，むだ時間系，確率系など）への適用を意識した制御 
3. CAD 開発や実験検証など，実用化へ向けた取り組み 

 
(2) ユビキタス時代のＦＡ技術における理論と実践 

荒井 栄司（大阪大学），荒川雅裕（関西大学），西 竜志（大阪大学） 
（企画：ユビキタス時代のフレキシブル・オートメーション研究分科会） 

ユビキタス時代の「ものづくり」においては，生産システム自体のライフサイクルまで考慮して，環境

変化に対応した柔軟な生産システム／FA 技術が議論されるようになりました．その実現と取組みについ

ては，知的メカトロニクス／複合工作機械，自律ロボット，3D-CAD/CAM や画像処理，といった個々の

要素技術と，製品企画・設計から，受注・製造，流通ロジスティクスを含めたモノや情報の流れを管理す

る RFID 応用，トータルな最適化を実現するための自律分散システムやスケジューリングなどのシステム

化技術，トレーサビリティ・セキュリティ向上のための情報技術が重要となります．さらに大きな視点か

らは，グローバル生産を実現するための経営組織や経済活動を活性化するためのシステム工学アプローチ

なども進められています．本テーマセッションでは，以上のようなユビキタス時代における生産システム

／ＦＡ技術に関わるさまざまな研究開発の成果を含む講演発表を募集します．皆様の積極的なご参加と研

究発表をお願いいたします． 
1. メカトロニクス（AC モータサーボ機構，マイクロ駆動装置，DC モータおよび DC 給電，モーショ

ンコントロール，DSP 応用技術，新アクチュエータ・センサ，GPS・ジャイロ応用，赤外線応用，

飛行ロボット，携帯電話用 LSI の他分野への活用，ロボット加工システム，インターネット・ロボ

ット，移動ロボット，画像処理） 
2. 製品設計（3D-CAD，ソフトウェアベースド製品，デジタル家電，コンカレント・エンジニアリン

グ，CAD/CAM，CIM，グループウェア，プロダクト・ライフ・サイクル・マネジメント，インバ

ース・マニュファクチャリング，グリッド・コンピューティング) 
3. 工場設計・運用（3D シミュレータ，搬送システム，物流システム，AS/RS，RFID，E-カンバン，

スケジューリング，生産計画，APS，生産設計，サステイナビリティ，ラインバランシング，セル

生産，オンライン/リアルタイムシステム） 
4. グローバル生産（SCM，ネットワーク利用技術，CALS，国際高速配送システム，危機管理，グロ

ーバル統廃合方式，電子取引） 
5. 経営／経済との協調（ロジスティクス，企業統合指標） 
6. 理論・方法論（最適化，メタ戦略，ヒューリスティクス，ファジィ，シミュレーション，多変量解

析，強化学習，自律分散，離散事象） 
 
(3) 意思決定支援・ナレッジマネジメントのための情報システムとサービス 

オーガナイザ：本多克宏，青木真吾（大阪府立大学） 
データ蓄積技術向上やブログ・SNS の普及に応じ，トランザクションデータや人間の知を効率よく活用す

るための意思決定支援やナレッジマネジメントに注目が集まり，これを用いた新しいビジネスモデルやサ

ービス技術が生まれております．このようなモデルやサービスを構築するためには， 
（1）人の持つ判断や決定に関する知識を管理するためのシステム構築・解析， 
（2）データから必要な情報を抽出する数学的アプローチの開発・検証， 
（3）ユーザインターフェースを含めた利用者の要求を満たす情報共有・伝承技術の適用・発達， 
など個々の研究領域技術の発達と，これらを融合するアイデアを創出することが必要です．そこで，本テ

ーマセッションでは，複合領域・学際領域における新しい研究テーマを見つけることを目的とし，以下の

ように幅広く募集いたします． 



１．システム構築・解析：ナレッジマネジメント，シミュレーション，アンケート解析、未来予測 
２．数学的アプローチ：AHP，ANP，ファジィ，人工知能，意思決定支援手法 
３．ユーザインターフェース：e ラーニング，SNS,ブログ、情報共有、ワークフロー、適用事例 

 
(4) 創発システムとインタラクション設計 

オーガナイザ：飯間 等（京都工芸繊維大学），片田 喜章（摂南大学） 
動的に変化する環境の下での自律的な秩序形成・機能発現のための進化・適応能力を有するシステムは

「創発システム」と呼ばれています．本テーマセッションでは，創発システムの基礎理論・要素技術から

適用事例まで，幅広い研究発表を募集します．また，ロボットの知覚・行動・身体性の設計，マルチエー

ジェント・自律分散システムの解析・設計，人間を含む異種の複数エージェントによるコラボレーション

設計，経済活動の仮想社会シミュレーションなどの分野を対象に，環境や他者との双方向的相互作用と要

素間のダイナミックな協力現象などにみられるインタラクションの諸相とその設計についても議論した

いと思います．奮ってご応募いただけますようお願い申し上げます． 
1. 基礎・数理（学習，適応，進化，発達，協調，認識，自己組織化，記号接地，身体性，複雑系，移

動知，カオス，ゲーム，神経振動子，セルオートマトン など） 
2. 計算モデル（進化計算，群知能，強化学習，模倣学習，人工生命，マルチエージェント，免疫シス

テム，DNA コンピューティング，エージェントベースモデリング など） 
3. 設計原理（ヒューマン・インタフェース，適応システム，人間－機械系設計，共創，身体性，情報

場，コミュニケーション，コラボレーション，知覚と行動の創発 など） 
4. 適用事例（生物型人工システム，ソーシャルロボット，認知ロボティクス，群ロボット，自律分散

システム，知的生産システム，社会経済システム，仮想市場，道路交通システム など） 
  
(5) ネットワーク環境の下での制御：理論から応用まで 

オーガナイザ：鷹羽浄嗣（京都大学），サイ貴生（大阪府立大学） 

 近年の通信技術の著しい発達に伴い，制御工学の新しい対象として，通信ネットワークを介した制御系

に関する研究が注目を集めています．このような制御系では，通信路の特性や情報伝達経路のネットワー

ク構造が制御性能に大きな影響を与えるため，これらを陽に考慮した解析・設計の新しい数理的手法が必

要となります．また，センサ・アクチュエータ・ネットワークのような新しい通信デバイスを含んだ制御

技術も望まれています．このような背景の下，本テーマセッションでは，通信ネットワーク環境下におけ

る制御理論とその応用に関する研究発表を広く募集いたします． 
主なキーワードは下記の通りです．勿論，これらのキーワードにあてはまらない新規の研究発表も大歓迎

です． 
 ネットワークを介した制御，情報理論と制御理論の融合，通信容量制約の下での制御，パケットロス

や通信遅延を伴う遠隔制御系，量子化制御，通信ネットワークの輻輳制御，フォーメーション制御，合

意形成問題，協調制御，分散制御，センサ・アクチュエータ・ネットワーク，マルチエージェント・シ

ステム，複雑ネットワーク 
 
(6) 意思決定手法と最適化 

オーガナイザ：佐伯 修 （大阪大学），山下 信雄（京都大学） 

 21 世紀に入り，システム最適化や意思決定法は，生産・流通システム，通信工学，制御工学，金融工学

などの分野だけでなく，政治学，環境学，分子生物学などの領域でも利用されてきています．これは，こ

の 20 年間における内点法やメタヒューリスティクスに代表される解法の開発と，計算機パワーの増大に

より，20 世紀には不可能と考えられていた大規模かつ複雑な問題が解けるようになっていたからだといえ

ます．また，それらの発展と共に，現実社会に現れる応用問題のモデル化技術も向上してきました．その

結果，さまざまな諸問題の解決手法として，システム最適化や意思決定法のニーズは，さらに増していく

ものと考えられます． 

 本テーマセッションでは，システム最適化と意思決定に関する理論，手法，応用およびそれらに関連す

るさまざまな研究を募集し，この分野の近年の動向を把握できる場を提供したいと考えています． 

１．数理計画の理論と応用（連続・離散組合せ最適化，メタヒューリスティック，ファジィ理論など） 
２．意思決定の理論と応用（効用理論，AHP，ANP など） 
３．ゲーム理論とその応用（非協力ゲーム，協力ゲーム，進化ゲームなど） 
４．実社会での応用（ファイナンス，リスクマネジメント，サプライチェーン・マネジメントなど） 

 
 


